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己」が kí, ké、pí, pé、fí, fé、kí, ké（現代広東語では（[khei]、[pei]、[fei]、[kei]）と表
記されており、両者とも現代広東語の調音と一致しないことを指摘した。また、この
事実を基にマカオの街道名においてポルトガル語の音にどのような漢字が当てられて
いるかを調べ、その結果 Miguel に味機、美基が、Marques に馬記士の漢字が当てられ
ていることなどから１９世紀のマカオでは現在二重母音で調音されている漢字が単母









広東語において[øy]と二重母音化し、内転第七合止摂では脂韻において*iuei > *iuəi 
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